
相沢がエ リスに豊 太郎が帰 ることを 伝えた理 由  

このテー マを調べ ることで 相沢の人 柄や相沢 は本当に 友達思い なのかど うか深く 理解 す る

ことがで き、舞姫 という作 品をより 深く知る ことがで きると思 ったので このテー マを 選 ん

だ。  私 は、相沢 がエリス に豊太郎 が帰るこ とを伝え た理由は 、相沢が 豊太郎が 寝込 ん で

いる間に 豊太郎の 帰国につ いてつた えること で、豊太 郎がドイ ツでいか に間違っ た道 を 歩

んでいる かを思い 知らせた かったの だと考え た。  

 豊太郎 は p267 から分かる ように父 の遺言を 守り、母 の 教えにし たがって 怠らず勉 強し て

勤勉の道 を歩んだ 。また官 長にも仕 えの道を 与えられ て受動的 に自らを 悟らない まま 受 動

的に外物 を恐れて エリート の道を歩 んできた 。  

一方、相 沢は天方 伯爵に仕 えて、同 様にエリ ートの道 を歩んで きた。そ して、 p 23 5、 3L に

書いてあ るように 、豊太郎 の道徳の 上から見 た行いが きちんと している として学 生時 代 の

豊太郎を 激賞して いた。  しかし、 豊太郎は 日本を旅 立つ前に は、漠然 とした功 名心 と 、

自己を律 すること に慣れた 向学心と をもって ドイツに 旅立った はずなの に、母親 や官 長 の

元から離 れ、今ま で束縛さ れていた 人達から 解放され ることで 、旅立ち の誓いを 忘れ 学 問

の道を見 失ってし まった。 さらに、 エリスと いう女性 と交際を し、本来 の目的で あっ た 法

律を学ぶ という本 筋から離 れたとこ ろに向か ってしま った。  

相沢は、 学問が荒 んでしま っている にもかか わらず、 生活のな かに楽し みを感じ てい る 豊

太郎を知 る。相沢 は豊太郎 の品行方 正を激賞 していた のに、エ リートの 道を見失 って 、 自

分の道を 楽しんで いる豊太 郎を見て 、相沢は 豊太郎が 自分がひ たすらエ リートの 道を 歩 ん

でいるこ とを否定 している ように思 えた。そ こで、相 沢は自分 の歩んで いる道を 正当化し 、

さらに豊 太郎に間 違った道 を歩んで いること を思い知 らせる方 法として 、相沢は 豊太 郎 が

寝込んで いる間に エリスに 伝え、エ リスが怒 ることを 予想して 豊太郎を エリート の道 に 戻

そうとし たのであ る。これ は p28 6 の 7L「学 識あり、 才能ある ものが、 一少女の 情にか づ

らいて目 的なき生 活をなす べき」や p 286 で相 沢が豊太 郎に自分 の人生は おおむね 順調と い

ているこ とから、 相沢の人 生は順調 であって 自分の道 が正しい というこ とを示し てい る こ

とがわか る。  

 また、 この物語 の背景で は、自分 の能力に よって上 の階級へ のし上が ることが 可能 と な

った。そ してその ために必 要なもの は、忍耐 、勤勉、 新時代の 知識学問 であった 。そ し て

これらの 行為は「 人間とし て価値の ある行為 とされて いた。相 沢や豊太 郎はこの 時代 背 景

のもとで 生まれ育 った人物 である。  豊太郎 はエリー トの道を 親や官長 によって 受動 的 に

歩まされ ているよ うに感じ ているの に対し、 相沢はエ リートの 道を歩ん でいるこ とを 順 調

とおもっ ている。 このこと からも時 代背景か ら考えて 、エリー トの道を 外れた豊 太郎 よ り

も、相沢 のように エリート の道を学 ぶことが 正しく、 相沢は豊 太郎に間 違った道 を歩 ん で

いること を伝えた かったの だと思う 。  

これらの ことから 、私は、 相沢がエ リスに豊 太郎が帰 ることを 伝えた理 由は、相 沢が 豊 太



郎が寝込 んでいる 間に豊太 郎の帰国 について つたえる ことで、 豊太郎が ドイツで いか に 間

違った道 を歩んで いるかを 思い知ら せたかっ たのだと 考えた。  

わからな かったこ とは、相 沢の豊太 郎に対す る行動は どこまで が友情に よるもの なの か わ

からなか った。  
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